
ダイレクトパーツマーキング (DPM) の手法 

自動車および航空宇宙関連業界のための機械で判読可
能なコードの印字

ダイレクトパーツマーキング (DPM) は、さまざまなエンド
ユーザー製品を識別するために、多くの業界で実施されて
います。このプロセスは機械判読可能識別とも呼ばれ、個
々のパーツや組み立て部品に英数字や 2 次元 DataMatrix 
コードを印字するために、自動車および航空宇宙関連業
界で広く利用されています。

この技術情報は、レーザーマーカー、インクジェットプリン
タ、ドットピンマーキング、電気化学エッチングという DPM 
で一般的に使用されている 4 つの印字技術を比較評価す
るものです。エンコーディングや印字検証についての詳し
い情報は、「ダイレクトパーツマーキング識別の実施」とい
う技術紹介をお読みください。

技術情報
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部品製造では、機械判読可能コードを使用する
ことにより、製造情報の手入力の削減、コード
の正確性の向上、データ交換の迅速化が可能
となります。1 次元および 2 次元のバーコード
を含む電子的に生成されたコードは、社内 IT 
システムにとってデータの保存がしやすく、使
い勝手が良いものです。20 年以上、データの受
け渡しに 1 次元バーコードが広く使用されてき
ましたが、現在は 2 次元形式に切り替えられよ
うとしています。これは、2 次元コードの方が小
さいスペースにより多くの情報を詰め込むこと
ができるためです。また、素材への直接のマー
キングで多様な手法を利用できることも理由
の 1 つです。 

DPM の主要な要素は、符号化、マーキング、そ
して検証です。符号化とは、データの文字列を、
データ、パディング、エラー訂正バイトを含む、
黒と白のセルのパターンにレンダーリングする
ことで、その後、マーキング装置によって使用さ
れます。マーキングは、印字面に適した技術を
使用して、部品に内容を直接印字することで
す。検証は、コードの正確性と品質を確認する
行為です。これは通常、マーキング工程で製品
への印字の直後に実施されます。

部品コード印字の新基準
であるダイレクトパーツ 
マーキング 
DPM 基準は自動車および航空宇宙関連業界の数多
くの団体に採用されています。部品に機械判読可能 
コードを印字することにより、製造工程からサプライ
チェーンまで部品を追跡することが可能になります。

メーカーは DPM を利
用して、製造工程から
サプライチェーンまで
部品を追跡することが
できます。修理やリコー
ルのための部品検索に
最適で、信頼性の向上
や保証対応にも役立ち
ます。



マーキング手法
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印字の形式や内容の選択に加えて、部品へ 
マーキングを施す最適な手法について検討
することも重要です。DPM は、ラベル貼付など
他のオプションに比べて一般的にメリットが
多くあります。しかし、部品の物理的特性や製
造方法も、メーカーにとって考慮しなければ
ならない事柄です。

自動車および航空宇宙関連業界で、最も一般
的な印字手法はレーザーマーキング、連続式
インクジェット技術、ドットピンマーキング、お
よび電気化学エッチングです。これらの印字
技術の比較では、印字面の素材、プロセスの
柔軟性、費用要因、速度、スループット、印字プ
ロセスの自動化の可能性に注目することが重
要です。 

DPM は多様な素材に使用できますが、素材ご
とに、表面の粗さ、耐熱性、脆性など固有の特
徴があります。
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レーザー 
マーカー

CO2 レーザー • •

ソリッドステートレー
ザー • • • • • • • •

産業用インクジェットプリンタ  
(小文字用) • • • • • • • • •

ドットピンマーキング • • • • •

電気化学エッチング • • • • • •

印字技術と素材との相性
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レーザー
マーカー

産業用インク 
ジェットプリンタ  

(小文字用)

ドットピン
マーキング

電気化学エッ 
チング

柔軟性 
難しい印字面への印字、部品とマーキング装置との
距離

高 中間 中間 低

出資 / 初期投資 高 中間 低 低

設置の容易さ 
生産工程のプログラマブルロジックコントローラと
の通信のしやすさ、設置やメンテナンスに必要なス
ペース

高 高 中間 低

マーキング手法の種類 
非接触印字 (マーキング装置が部品に接触しない)  
接触印字 (マーキング装置は部品に接触する)

非接触 非接触 接触 接触

マーキングの磨耗耐性 高 低 高 高

移動のしやすさ 
生産ラインの別の場所へのマーキング装置の移動
しやすさ

低 高 高 高

熱応力または化学的ストレス 有 無 無 有

一般的な印字オプションの比較
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レーザーマーキング技術

レーザー技術は、部品に恒久的な印字を行
うための一般的なソリューションです。レー
ザーマーカーはさまざまな製造環境におい
て、明確で高品質の印字を実現します。レー
ザーのマーキングはインクではなく熱を使っ
て行われるので、他の印字システムに比べ
て、高速で汚れが少なく、メンテナンスが少
なくて済むと一般的に考えられています。 

レーザーマーカーは 1 次元および 2 次元 
コード、光学文字、英数字のメッセージを含
む高品質のマーキングを多様な素材に印字
できます。指定された波長、マーキングヘッ
ド、選択したレンズが違えば、同じ印字素 
材であっても、マーキングの効果が異なり 
ます。

レーザーマーキングの効果は 1 つではあり
ません。色の変化は、レーザーと製品の間の
化学反応の結果、生じます。また、表面への
彫り込みや、下地の色を露出させるアブレー
ション (表面コーティングの剥離) もありま
す。さらに、炭化、つまり木材、板ベースの素
材の調節燃焼があります。また、異なるプラ
スチック材の溶融によって凹凸を形成する
こともできます。

イラスト 説明 素材 例

アブレーション 塗料を蒸発させることによる、素材の (通常、塗装され
ている) 表層の剥離。

ボール紙、プラス 
チック、ガラス金属

彫り込み 素材を深く除去することにより、窪みを生成。 プラスチック、金属

焼き戻し 特定の波長のレーザービームに素材が反応して構造形
成が変化。 プラスチック

色の変化/漂白 レーザーが触れた素材表面の色が変化。 PVC、金属、プラス
チック、ホイル

内部の彫り込み 最上層のラミネートに影響を与えずに、内部カラーを
除去。

ガラス、プレキシガ
ラス

破砕 素材がレーザービームに反応して表面に微小な亀裂を
生成。 ガラス

レーザーマーキング手法



レーザーマーカーの評価
レーザーマーカーは、非常に柔軟な製品印字手法を提供します。また、多くの業界
の製造工程で高レベルの自動化を可能にします。レーザーマーカーは、高速印字が
可能でメンテナンスも少なくて済みます。先端技術を適用したレーザーマーカーの 
メーカーの製品は、印字領域が広いため、レーザーや部品のトレイの向きを変えな
くても複数の部品に印字することが可能で、生産効率の向上に役立ちます。また、
印字領域が広いことは、電力設定の最適化も促進します。

すべてのレーザーマーカーが同じではありません。また、専門知識は、製造ラインに
適したレーザーマーカーの選択に大いに役立ちます。種類豊富なレーザー構成を提
供する印字パートナーと連携することをお勧めします。そうすることにより、御社の
ニーズに最適なソリューションを簡単に特定して統合することができるようになり、
その用途に必要な台数以上のレーザーマーカーを購入しなくて済みます。 

レーザーマーカーの長所と短所
レーザーマーカーを使用すると、多様な素材に非常に正確な印字を行うことが可能
です。また、柔軟性と可読性も大変優れています。ドットピンマーキング、産業用イ
ンクジェットプリンタ (小文字用)、電気化学エッチングよりも高速で、大量生産環境
でスループットと効率性を改善することが可能です。消耗品が一切ないので、稼働
およびメンテナンス費用も削減できます。

レーザーマーカーを使用すると、印字面は熱ストレスにさらされるため、部品の完
全性を損なう可能性があります。レーザーを収容し、作業員を保護するために、プ
ロテクトカバーを取り付けるための安全手順を実施する必要があります。 

ガルバノモーター
レーザー

ガルバノミラー: 
x 軸

走査レンズ

製品

ガルバノミラー: 
y 軸

部品マーキングのレーザー技術には、CO2 などのガス
レーザーや YAG やファイバーなどのソリッドステート
レーザーが含まれます。ガスレーザーは合成物質やガ
ラスのマーキングに特に適しています。ソリッドステー
トレーザーはほとんどすべての種類の素材に印字で
き、ファイバーレーザーにはコンパクトな設置面積や長
寿命というメリットもあります。

CO2 レーザー技術の説明図
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産業用インクジェット 
プリンタ (小文字用)

インクジェットの印字では、幅広い種類の製品に非接触印字を行えま
す。連続式インクジェット技術では、インクの液滴の流れがプリントヘ
ッドを通って印字対象に達します。インクジェットは、ノズルを通ってプ 
リントヘッドから現れ、超音波信号がインクジェットを小さい液滴に分
割します。個々のインクの液滴は流れから離れて、製品に印字される文
字を形成するための垂直移動を決定する電荷を受け取ります。産業用
インクジェットプリンタ (小文字用) は、滑らかなものからでこぼこした
ものまで、ほとんどどのような印字面にも読みやすいマーキングを印字
することができます。また製品の側面、頂部、底部、さらには内側にも
印字を適用できます。凸面や凹面、不規則な表面に最適で、非常に小
さい表面や表面に届きにくい場合でも、非接触印字なので適用しやす
いという特徴があります。

連続式インクジェット技術は DataMatrix コードの印字にも適した技術
です。明確に形成された液滴から生成されたコードは、可読性に大変
優れているからです。工業用インクジェットプリントヘッドは、印字面か
ら離れた位置に設置することもでき、その状態でもクリーンでくっきり
したコードを印字できます。産業用インクジェットプリンタ (小文字用) 
の初期投資は、通常、レーザーマーカーより低く抑えることができ、使
用するインクにより、より多様な素材に印字することが可能です。印字
速度が速く、自動化機能を利用して、正しい製品への正しい内容の印 
字を確実に行うことができます。

連続式インクジェット技術の説明図
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産業用インクジェットプリンタ (小文字用) 
の評価
産業用インクジェットプリンタ (小文字用) は、シンプルな印字行を生成
でき、自動車および航空宇宙関連の部品マーキングに最適です。少量
から中量生産のメーカーに最適なコスト効率のいい技術で、既存の製
造装置に簡単に統合できます。インクは速乾性で、高速の製造環境に
も、少量の製造環境にも対応します。連続式インクジェット技術も、非
接触型で、部品の表面を損傷したり傷を付けたりしません。

産業用インクジェットプリンタ (小文字用) 
の長所と短所
産業用インクジェットプリンタ (小文字用) は、通常、初期投資が低く抑
えられ、幅広い素材への印字が可能な、柔軟性の高い技術です。高速
の印字速度により、スループットの向上に貢献します。

インクジェット印字の懸念事項として、くっきりとした印字を確保するた
め、印字する製品に汚れがないことを確認する作業が必要になりま
す。このため、製造プロセスに手順を追加することになり、特殊な洗浄
剤が必要な場合などは余分なコストがかかる場合もあります。インクジ
ェットの印字は耐久性がありますが、レーザーマーキングやドットピン
マーキングと同レベルの耐久性は保証されません。また、ほとんどの印
字が特定の溶剤により除去される可能性があります。
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ドットピンマーキングと 
電気化学エッチング

ドットピンマーキング
自動車および航空宇宙関連業界で一般的に使用されている残り 2 つ
のマーキングタイプは、ドットピンマーキングと電気化学エッチングで
す。ドットピンマーキングは、打刻用のピンを使って DataMatrix コード
の各ドットを生成します。正確な検証に必要なコントラストは、光が凹
み部分と製品の表面で異なる反射を見せることにより生成されます。
場合によっては、1 つのコードのドットを、隣接する 4 つの打刻点で表
現することがあります。この場合、ほとんど四角形に見える大型のドッ
トになります。

ドットマーカーの長所と短所
ドットピンマーキングは、一般的に初期投資が少なく、恒久的なマー 
キングを実現できます。表面を打刻するだけなので、この技術によっ
て、印字される製品が損傷したり完全性を損なわれたりすることはあ
りません。ただし、マーキングプロセスによって磨滅する打刻ピンの保
守や交換のためのランニングコストがかかります。また、ドットピンマー
キングは薄い製品には適さない場合があります。打刻のための十分な
厚さがないと素材に穴をあけてしまうからです。

電気化学エッチング
一方、電気化学エッチングは、電気分解によって素材の層を除去しま
す。この化学エッチングプロセスでは画像をステンシルに撮像し、それ
を電解質と電気の作用によって導電性製品に転写します。化学エッチン
グプロセスは使いやすく、廉価で、それでいて非常に高品質のマーキン
グがもたらされます。このプロセスは高解像度の黒い「酸化物」、つまり
「エッチング」のマーキングを提供し、軟質金属にも完全な硬化金属に
も適しています。

電気化学エッチングの長所と短所
電気化学エッチングは非常に正確なマーキングが可能で、コードの可読
性が大変優れています。非常に硬質な金属に対して優れた性能を発揮
し、一般的な部品マーキング技術の中で最も初期投資が少なくて済み
ます。ただし、この技術は金属、導電素材にしか使用できないため、印
字できる素材の種類に制限があります。また、コードごとに事前に型を
用意する必要があるため、この技術は柔軟性が難点と言えます。
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最終収益: 
ダイレクトパーツマーキングは、製造工程からサプライチェーンまでライフサイクル全体のトレー
サビリティを確保するために不可欠です。 

印字技術の世界的リーダーであるビデオジェットは、製造工程の合理化とダイレクトパーツマーキングで求められ
る複雑な要件を理解しています。製造環境と製品の素材はそれぞれ固有なもので、印字技術の選択には特別な考
慮が必要です。

2 次元コードへの業界の流れから、メーカーが採用している技術はレーザーマーキングまたは産業用インクジェッ
ト技術 (小文字用) へ移行しています。自動車および航空宇宙関連業界の一部の印字装置の提供メーカーとは違
い、ビデオジェットでは、レーザーマーカーから産業用インクジェット技術 (小文字用) を含む幅広い技術を提供し
ているため、非常に簡単に適切なソリューションをお選びいただけます。実際、当社の印字スペシャリストやサービ
スエンジニアは、多くの一流 OEM や部品サプライヤーに依頼を受けて、製造ラインや生産工程に適した正しい印
字ソリューションの選択、統合、保守をお手伝いしています。この専門知識と卓越した製品により、非常に難しい環
境であっても、ほぼノンストップの製造を続けていくことが可能です。

製品印字の世界的リーダーの専門知識を活用してください。ビデオジェットにお任せください。
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TEL: 0120-984-602 
Email: info@videojet.co.jp 
URL: www.videojet.co.jp
ビデオジェット社
〒135-0064 東京都江東区青海 2-5-10
テレコムセンタービル 西棟 6F
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安心がビデオジェットの標準
ビデオジェットは、産業用印字のグローバル市場で活躍する企業で、インラ
インでの印字やマーキング用装置、特定用途向けに開発された溶剤、そして
製品のライフサイクルを通したサポートを提供してきました。
当社の目標は、コンシューマ向けパッケージ品、医薬品、工
業用品などを製造するお客様とのパートナーシップを通し
て、そのお客様が生産性を強化してブランド価値の保護や
向上を図り、業界トレンドや法規制遵守で業界のリーダー
となるお手伝いをすることです。産業用インクジェットプ 
リンタ (大文字用と小文字用)、サーマルインクジェットプ 
リンタ、レーザーマーカー、産業用サーマルプリンタやラベ
ラーなどの製品分野で専門的ノウハウや先端技術を有す
るビデオジェットは、世界で 325,000 台を超えるプリンタの
納入実績があります。 

ビデオジェット製品は、販売先で 1 日 100 億を超える製品
に印字を行っています。世界 26 ヶ国の直営事業所で  
3,000 名以上のスタッフが、製品販売、設置やトレーニング
のサポートを提供しています。また、流通ネットワークには 
400 以上の代理店業者および OEM が含まれており、135 ヶ
国でサービスを提供しています。

グローバル本社

ビデオジェットの営業・サービス
拠点

製造および製品開発拠点

ビデオジェットの営業・サービス
拠点がある国

ビデオジェットのパートナーによ
る営業・サービス拠点がある国
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